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グリーフサポートやまぐちについて 

グリーフを抱えた人と周囲の実情 グリーフに寄り添うために必要な支援体制 

私たちは、誰にでもあるグリーフだからこそ、誰もが支えられる地域をつくりたいという思いのもと、以下の３つに取り組みます。 

１．日常の中でグリーフを支え合う人づくり（グリーフ啓発事業） 

２．グリーフサポートの場・人づくり（相談サポート事業・人材育成事業・ピアサポート） 

３．支え手のスキルアップとネットワークづくり（人材育成事業・ネットワーク構築事業） 

 

新規事業（ネットワーク構築）に向けての新たな取り組みについて（31年度実施予定） 

◎各相談機関における対応の満足度、及び当事者が抱える課題、必要とされる支援について調査（対象：相談者） 

◎各相談機関の相談状況の把握、課題の抽出、支援機能充実を図るための調査（対象：支援員・相談員等） 

身近な人や大切なものを失って感じるさまざまな感情を「グリーフ」といいます。 

グリーフ感情は、病気や異常ではなく、誰の中にもあるものです。 

死別によるグリーフの実態 山口県の現状 
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グリーフが深刻化する３つの要因（課題）と解決に向けた取り組み 
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グリーフサポートの必要性 

グリーフを抱えた人が置かれている状況、求められる支援はそれぞれ違い、関係機関の連携や人と人が繋がるソーシ

ャルサポートが必要です。人々が「グリーフ」を正しく理解することで、当事者はメンタルを少しずつ回復し、周り

の者は理解するとこで適切に寄り添うことが出来きるようになります。ひとりで抱え込まずにホッと出来る居場所が

あることが大事で、孤立させない地域づくりを行うことで、グリーフの深刻化を未然に防ぐことができるのです。 

 


